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回答数 8 7  5  2 1 9 4
　実習の経験を踏まえ、多くの学生がもっと準備しておいた方がよかったと思う項目は、模擬
授業の練習と教材研究であった。3番目に多かった英語力については、発音（4名）、語彙力（1
名）、クラスルーム・イングリッシュ（1名）、スペリング（1名）が具体例として挙げられている。
指導案の書き方について選択した学生は少なく、これらの項目の中では、模擬授業の練習や教
材研究の方がより授業実践に役立つと感じたのであろう。しかしながら、別の質問項目におい
ては指導案の書き方についての要望は多い。
　次に、2）実習前の模擬授業で特に重要だったと思われる点についてであるが、授業の構成・
展開の仕方、時間配分を考え模擬授業をすること、模擬授業への生徒役の友人の感想、先生の
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意見・助言、50分の授業の指導案を作ること、などが挙げられている。
　3）指導案作成について実習現場で感じたことについては、略案の作り方は学んでいたが細案
の作り方を練習していることが必要だと感じた、学校や指導教員の書き方に従うのが一番だと
思った（大学では簡潔に書く様式だったので）、評価授業以外は略案で良かったが評価授業は細
案だったので大変だったなど、授業細案の作成の難しさ・大変さを挙げていた者が最も多かった。
また、何度も指導案を訂正することで実習授業の流れも把握でき授業でのポイントを意識する
ことができ指導案の大切さを感じたという記述もあり、指導案を何度も作成していくことによ
り授業構成、授業展開のコツを学んでいったことが伺える。
　続いて、4）本学の授業（「英語科教育法」、「教育実習事前・事後指導」）で特に有益だった内
容、今後取り入れて欲しい内容に関してであるが、まず有益であった内容については、最も多
かったのが模擬授業と指導案の書き方であった。学生にとっては、英語教育理論や教授法など
よりも現場での授業実践にすぐに生かすことのできる内容が有益と感じられたのであろう。次
に公開授業のDVDを見ていたことが良かったという記述が多かった。このDVDは全国の中学校
の公開授業や研究授業を映像化した市販品であるが、これを視聴させることにより、本学生は
実際の授業の様子の雰囲気や指導法を参考にすることができ、とても役立つと感じたようであ
る。一方、今後取り入れて欲しい内容としては、最も多かったのが、模擬授業の回数をもっと
増やして欲しい、模擬授業を一人で 50分する時間を設けて欲しいという内容であった。これは
授業時間の制約のため、1つの単元をグループで分担して模擬授業をさせる方式を取っているた
めであろう。次に多かったのが、細案の書き方、細案の例、提出した指導案への良い点・改善
点のアドバイスなど、指導案に関する要望であった。次にクラスルーム・イングリッシュの練習、
クラスルーム・イングリッシュを踏まえた上での模擬授業の練習といった授業での教室英語に
関しての要望であった。授業の最初と最後の挨拶だけが英語、後は指示、質問、ほめ言葉など
はほとんど日本語では英語の授業の雰囲気がなくなってしまう。12の指導案からも教師の英語
使用は少ないことが強く感じられた。英語の教室であるためには極力「教室英語」を使うこと
は重要であり、現場でそれを実感した学生も少なからずいたようである。
4.　大学における指導上の留意点
　以上、本学実習生の指導案と実習後に実施したアンケート調査の分析結果を述べてきたが、
これらを踏まえて、本学における教科教育関連の授業における留意点、課題について次に考察
する。
　まずは、指導案の作成についてである。教育実習で教壇に立つ実習生の場合、1時間単位で授
業を担当することが多い。その中で何を目標にして、どのように授業を展開し、そしてどのよ
うな学習活動を盛り込んでいくかなどを担当教員の指導のもとに計画していくことになる。授
業には、導入・発展・定着という大きな流れがあり、十分な教材研究と周到な授業準備が最低
限必要であり、それが計画の成否につながるといえる。まず、指導案作成と模擬授業に先立っ
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て、教材分析に取り組むことが必要であろう。学生のアンケート調査でも教科書を使用した教
材研究が実習準備として重要であると認識している。教材分析→指導案作成→具体的言語活動
の紹介→指導案の見直しといった手順を今後の授業展開に取り入れることが必要であろう。ま
た、指導案分析から、実習生の指導案は指導教員のもとに作成されたとは言え、十分でないも
のも多いことが伺える。指導案は授業シナリオ・設計図のようなものであり、特に実習生のよ
うに授業手順に不慣れな場合、指導案の作成過程で、自分が行う授業に対するイメージトレー
ニングを行うこともできるであろう。そのような視点からも略案だけでなく細案の書き方の練
習を積ませておくことも必要であり、学生アンケートにも要望が多く見られている。何度も「案」
を練り上げて細案を作成していく過程で教材研究もより深いものとなり、学習目標に沿った授
業展開のイメージも掴んでいくことができるであろう。過去の実習生の指導案や書籍からのサ
ンプルなど参考となるものを提示すると学生にもわかり易いであろう。指導案の形式は様々で
あり、参考して提示した指導案が仮に実習先のそれとは異なっていても、多様な形式や内容を
知っておくことは実習に出てから必ず役に立つであろう。
　次に、授業における英語使用の不足である。指導案の分析ではオーラル・イントロダクショ
ンや英語による内容理解についてのQ&Aを取り入れているものは 1件もなく、また学生アンケー
トではクラスルーム・イングリッシュの練習不足についての記述が少なからず見られた。新学
習指導要領では、小学校の英語教育との連携を唱えており、小学校の英語活動では音声面を中
心とした英語でのコミュニケーションをする態度の養成が軸となっているが、その流れを中学
校で止めてはならないということである（飯野、2011）。これはコミュニケーション活動だけで
なく、英語授業での教員の英語使用をできるだけ取り入れることで生徒との英語でのインタラ
クションも増やすということも指していると考えられる。恩藤・藤森（1983）は、ベテラン教
師の発話と比較すると、教育実習生は、英語使用場面、生徒−教師間の英語でのやりとりの場
面が少ないことを明らかにしている。本件で分析した指導案においてもウォーム・アップで日付、
天候についてのやりとりで英語を使用しているものは多かったが、教材導入・展開の場面にお
いてオーラル・イントロダクションや英語での内容理解についてのQ&Aは 1件も見られなかっ
た。今日の英語教育での重点目標はコミュニケーションで、指導する教員には高度は言語運用
能力が要求されている。つまり、教員は教室で「英語を話す」ことが要求されている。教師の
話す英語は生徒にとっても貴重なインプットでもある。これからはコミュニケーションを主体
とした授業が行えるスキル・能力を持つ学生を育てることが必要である。
　最後に、指導案の作成練習と並んで大切なのが模擬授業の練習であり、学生アンケート結果
からも、その重要性を認識するとともに実習前に集中的にやっておきたいという要望が高い。
学生は一人で 50分の授業をフルに練習することを希望しているが、開講時数の関係で学生一人
一人に模擬授業を実施させるのは不可能であり、50分授業をセクションに分け一人ずつ担当す
る分担方式を取っている。しかし、この方式では全員の模擬授業体験は可能であるものの、授
業全体の流れが掴みにくく、セクション毎の連携・関連が不十分なまま終わる場合も多い。そ
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こで、少なくとも 1回は書き上げた指導案によるシミュレーションが必要であろう。課外時間
等を利用しクラスメートを生徒対象とし、自分で作成した指導案を基に 50分の授業を一人で担
当させ導入・展開・終末と授業全体の流れを把握させること、実際に言語活動を生徒にやらせ
ること、そして自分で書いた指示や説明にどの程度時間を要するのかを経験させることなども
大きな課題であろう。そして模擬授業による、このような経験を積ませる努力を行い、さらに
指導案を手直ししていくことで、結果的によりよい指導案作りへと学生を導くことになるであ
ろう。また、学生が生徒役になることで授業を受ける側になって気づく点が自らの授業改善の
ための有益な指針にもなりうるであろう。
5.　結語
　今回は本学の教育実習生 12名についての限られた調査でしかなく、一般化することはできな
いが、実習生の現場での指導案と意識調査から本学における教育実習準備には大きな示唆を与
えると考えられる点が多く得られたと言えよう。 学習指導案は、本時の学習目標をより具体化
するためのシナリオという役目を担ており、その目標を達成するためのふさわしい展開や言語
活動を取り入れるべきである。しかしながら、実習生の指導案を分析するとこの点において不
十分なものも見られた。教科教育においてはMethodだけではなく、そのMethodの中に含まれる
Activities やTechniquesをその目的を理解させた上で、各自の授業目標を達成するためにはこうし
た要素をいかに組み合わせていけばいいかを考察させていくことも、よりよい指導案を構築さ
せていく手助けとなるであろう。そして、教授法・指導法を学ぶとともに、学生自身が自己の
教授活動の練習を通し特性を知り、その過程や結果について改善を図ってゆく視点を養成する
ことが大学における教科教育の責務であろう。
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